
第一種の過誤
第一種の過誤は、統計的仮説検定で生じ、実際には真である帰無仮説が誤って棄却されます。第一種の過誤は、「偽陽性」としても知られ、
実際の効果がない場合に陽性の効果を検出してしまいます。

https://toolbox.eupati.eu/glossary/%e7%ac%ac%e4%b8%80%e7%a8%ae%e3%81%ae%e9%81%8e%e8%aa%a4/?lang=ja

